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北斗からのお知らせ

　夏の盛りを過ぎると、吹いてくる風の涼しさに秋を感じら
れるようになってきます。畑では実りの時期を迎え、夏が去
る寂しさをかき消すような祝祭の季節となります。かけはし
の園芸療法プログラムでは毎年まだ肌寒い3月頃から種まき
を始め、2階テラスにある菜園では20種類以上の野菜を育
てています。8月の終わりから9月にかけてはジャガイモ、スイ
ートコーン、ポップコーン、エダマメ、ナス、カボチャなど多く
の野菜が収穫のピークを迎えます。菜園に面した窓辺では、
日に日に大きく育つ野菜の様子を話題にして、入所されてい
る方々の井戸端会議が開かれていることがよくあります。目
に見えてわかりやすいのがカボチャで、いくつ実が付いてい
るか、どれくらい大きくなったかと確認しあう声が聞かれま
す。
　そうして迎えた収穫の日、大きなカボチャを手にして喜び
は頂点に達します。もちろん、このあとには食べる楽しみが
あるのですが、育ちを見守る日々はここで終わり、喜びと同
時に祭りのあとのような寂しさもやってきます。長い間気に
かけていたものがなくなるのは寂しいですが、来年はどれく
らいできるだろうか、今度はどんなものを作ろうか、やがて
新しい期待が生まれます。

園芸療法12ヵ月 25

9月 「祭りのあと」

園芸療法12ヵ月
研修医日記02

十勝自立支援センター
介護老人保健施設 かけはし

植物のある環境や植物を育てることを用いて、対象とな
る方々の心身機能維持、回復に取り組む。
日本園芸療法学会認定・上級園芸療法士。

園芸療法士

剱持 卓也

老健かけはしBlog（ブログ）
園芸療法の取り組みやかけはしのイベント
情報等、随時更新。ぜひご覧ください。

　
初
め
ま
し
て
。
研
修
医
の
中
井
と
申
し
ま
す
。

私
は
2
年
間
の
浪
人
を
経
て
医
学
部
に
入
学
し
た

の
で
、
既
に
研
修
生
活
を
終
え
た
幼
な
じ
み
が
い

ま
す
。
こ
の
4
月
、
医
者
人
生
を
ス
タ
ー
ト
す
る

私
に
、
医
師
の
先
輩
と
し
て
彼
女
が
手
紙
を
送
っ

て
く
れ
ま
し
た
。
「
研
修
医
は
少
し
で
も
出
来
る

事
が
増
え
る
と
つ
い
天
狗
に
な
り
が
ち
。
ど
ん
な

人
か
ら
も
学
ぶ
こ
と
は
絶
対
に
あ
る
か
ら
「
謙

虚
」
な
気
持
ち
を
忘
れ
な
い
で
」
と
。
い
ざ
始
ま

っ
て
み
る
と
自
分
の
無
力
さ
を
痛
感
す
る
日
々
で
、

天
狗
に
な
ん
て
到
底
な
れ
ま
せ
ん
が
、
も
っ
と
努

力
し
て
出
来
る
事
を
増
や
し
、
ま
ず
は
彼
女
の
よ

う
に
「
謙
虚
」
を
意
識
で
き
る
レ
ベ
ル
に
到
達
し

た
い
で
す
。
精
一
杯
頑
張
り
ま
す
。
ご
指
導
、
ご

鞭
撻
の
程
宜
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

研
修
医
◆
記

初
期
臨
床
研
修
医
1
年
目

な
か
い

さ
き
こ

日
vo
l.7

初心を忘れぬよう、毎朝出勤前
にこの手紙を一読しています

チューター／
小児科こども総合センター
副センター長

西村 洋一先生

医者が教えるサウナの教科書 其の5

復
し
て
」
練
習
す
る
こ
と
で
、

例
え
ば
、
外
の
路
面
の
変
化
に

も
バ
ラ
ン
ス
を
崩
さ
な
い
歩
行

の
獲
得
を
目
指
し
ま
す
。
こ
れ

ら
の
バ
ラ
ン
ス
課
題
や
歩
行
課

題
はC

-M
ill

上
で
様
々
な
組
み
合

わ
せ
の
設
定
が
可
能
な
た
め
、

患
者
さ
ま
の
能
力
に
合
わ
せ
た

課
題
設
定
が
出
来
ま
す
。
図
2

は
実
際
にC

-M
ill

を
用
い
て
歩
行

訓
練
を
行
な
っ
て
い
る
図
で
す
。

　
ま
た
、C

-M
ill

は
練
習
だ
け
で

は
な
く
、
静
的
・
動
的
バ
ラ
ン

ス
評
価
や
歩
行
評
価
な
ど
の

様
々
な
評
価
を
簡
易
的
に
行
う

こ
と
が
で
き
る
た
め
、
評
価
か

ら
練
習
課
題
の
選
択
、
練
習
効

果
の
確
認
ま
で
の
一
連
の
流
れ

を
シ
ー
ム
レ
ス
に
行
う
事
に
役

立
っ
て
お
り
ま
す
。

　
当
院
で
はC

-M
ill

を
運
動
器
疾

患
や
脳
血
管
疾
患
、
さ
ら
に
廃

用
症
候
群
と
い
っ
た
幅
広
い
患

者
さ
ま
に
使
用
さ
せ
て
頂
い
て

お
り
、
特
に
脳
血
管
疾
患
に
伴

う
バ
ラ
ン
ス
機
能
の
向
上
や
、

歩
幅
の
低
下
な
ど
の
歩
容
改
善

に
関
し
て
は
即
時
的
な
効
果
が

見
ら
れ
て
お
り
ま
す
。

　当
法
人
で
は
昨
年
の
11
月
よ
り
、
慶
應
義
塾
大
学
医
学
部
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
医
学
教
室
（
里
宇
明
元 

前
教
授
）
が
提
唱
・
推
進
し
て
い
る
「
ス
マ
ー
ト
リ
ハ
」
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
開
始
し
て
お
り
ま
す
。
本
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
で
は
、
バ
ー
チ
ャ
ル
リ
ア
リ
テ
ィ
ー
と
ロ
ボ
テ
ィ
ク
ス
を
キ
ー
ワ
ー
ド
と
し
た
高
機
能
の
リ
ハ
ビ
リ
テ

ー
シ
ョ
ン
機
器
と
従
来
の
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
を
組
み
合
わ
せ
て
提
供
す
る
こ
と
で
、
更
な
る
リ
ハ
ビ
リ
テ

ー
シ
ョ
ン
治
療
の
平
準
化
と
、
一
人
ひ
と
り
の
症
状
に
合
わ
せ
た
精
密
か
つ
個
別
化
し
た
シ
ー
ム
レ
ス
な
治
療

を
推
進
し
て
お
り
ま
す
。
本
稿
で
は
当
院
で
導
入
し
た
高
機
能
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
機
器
を
ご
紹
介
さ
せ
て

頂
き
ま
す
。

影
さ
れ
る
こ
と
で
す
。
正
面
の
デ
ィ

ス
プ
レ
イ
で
は
、
映
し
出
さ
れ
た
ゲ

ー
ム
な
ど
で
、
バ
ラ
ン
ス
訓
練
や
歩

行
訓
練
を
楽
し
く
行
う
こ
と
が
で
き

ま
す
。
ま
た
、
足
元
の
イ
ラ
ス
ト
を

踏
ん
だ
り
、
跨
い
だ
り
す
る
動
作
を

「
安
全
に
」
・
「
楽
し
く
」
・
「
反

　

C
-M
ill VR+

（
以
下 C

-M
ill

）
は

バ
ラ
ン
ス
・
歩
行
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
用

の
ト
レ
ッ
ド
ミ
ル
装
置
で
、
国
内
で

導
入
し
た
の
は
当
院
で
2
箇
所
目

（
道
内
初
）
に
な
り
ま
す
。
特
徴
と

し
ま
し
て
は
、
正
面
の
デ
ィ
ス
プ
レ

イ
と
床
面
へ
様
々
な
イ
ラ
ス
ト
が
投

社会医療法人 北斗 法人本部

小岩 　幹
Motoki Koiwa

リハビリテーション部 副部長
十勝リハビリテーションセンター

髙橋  良輔
Ryousuke Takahashi

リハビリテーション部 理学療法科 主任

C-Mill VR+

特集

ス
マ
ー
ト
リ
ハ
ビ
リ
の
実
現
に
向
け
た

　
　
　高機
能
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
機
器M

otek

社（
オ
ラ
ン
ダ
）

骨
折
な
ど
の
運
動
器
疾
患

脳
卒
中
、脊
髄
損
傷
な
ど
の
脳
血
管
疾
患

廃
用
症
候
群
な
ど
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ま
で
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を
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に
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事
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立
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ま
す
。
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で
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を
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器
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や
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使
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頂
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、
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に
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の
向
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や
、
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の
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な
ど
の
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改
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に
関
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は
即
時
的
な
効
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が
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お
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ま
す
。
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こ
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は
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で
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や
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範
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指
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の
曲
げ

伸
ば
し
や
手
指
一
本
ず
つ
動
か
す

運
動
を
評
価
・
練
習
す
る
た
め
の

装
置
で
す
。
国
内
で
導
入
し
た
の

は
当
院
で
8
箇
所
目
（
十
勝
管
内

初
）
な
り
ま
す
。
特
徴
は
患
者
さ

ま
の
「
手
指
の
動
き
」
や
「
手
指

の
力
」
で
目
の
前
の
デ
ィ
ス
プ
レ

イ
に
表
示
さ
れ
た
ゲ
ー
ム
を
操
作

す
る
こ
と
で
す
。
そ
の
た
め
、
患

者
さ
ま
は
ゲ
ー
ム
を
行
い
な
が
ら

「
楽
し
く
」
・
「
反
復
し
て
」
手

指
の
練
習
を
行
う
こ
と
が
で
き
ま

す
。
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5
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施
し
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い
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ま
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指
を
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げ
伸
ば
し
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る
こ
と
で
矢

を
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的
ゲ
ー
ム
を
行
っ
て
い

ま
す
。
こ
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は
手
指
の
筋
力
強
化

や
瞬
発
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を
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る
練
習
に
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が

り
ま
す
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内
に
は
射
的

ゲ
ー
ム
以
外
に
も
、
手
指
コ
ン
ト

ロ
ー
ル
向
上
を
目
的
し
た
も
の
な

ど
様
々
な
ゲ
ー
ム
が
用
意
さ
れ
て

お
り
、
患
者
さ
ま
は
飽
き
る
こ
と

な
く
楽
し
ん
で
練
習
に
集
中
す
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。

　当院
で
は
主
に
脳
血
管
疾
患

（
脳
卒
中
、
脊
髄
損
傷
な
ど
）
に

よ
る
手
指
の
運
動
麻
痺
を
呈
し
た
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に
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ョ
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な
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損
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〈
図
6
：
着
座
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た
様
子
〉
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」
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で
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練
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に
脳
血
管
疾
患

（
脳
卒
中
、
脊
髄
損
傷
な
ど
）
に

よ
る
手
指
の
運
動
麻
痺
を
呈
し
た

方
に
対
し
て
使
用
し
て
お
り
ま
す
。

ま
た
、
自
主
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
可
能

な
方
に
は
、
手
指
の
運
動
量
を
増

加
さ
せ
る
た
め
に
、
セ
ラ
ピ
ス
ト

と
の
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
以
外

の
時
間
にam

adeo

を
利
用
し
て

自
主
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
を
行
な
っ
て

頂
い
て
お
り
ま
す
。

　
コ
グ
ニ
バ
イ
ク
プ
ラ
ス
（
以
下

コ
グ
ニ
バ
イ
ク
）
と
は
運
動
と
認

知
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
を
組
み
合
わ
せ

た
自
転
車
エ
ル
ゴ
メ
ー
タ
ー
で
、

当
院
は
道
内
で
20
箇
所
目
（
十
勝

管
内
3
箇
所
目
）
の
導
入
に
な
り

ま
す
。
コ
グ
ニ
バ
イ
ク
の
特
徴
は

患
者
さ
ま
に
自
転
車
を
漕
い
で
も

ら
い
な
が
ら
、
認
知
ト
レ
ー
ニ
ン

グ
を
行
な
っ
て
も
ら
う
こ
と
で
す
。

図
7
は
患
者
さ
ま
に
コ
グ
ニ
バ
イ

ク
を
実
施
し
て
い
る
際
の
写
真
で

す
。
認
知
課
題
に
は
計
算
問
題
や

暗
記
問
題
、
数
字
の
早
押
し
問
題

な
ど
様
々
な
練
習
問
題
が
用
意
さ

れ
て
お
り
、
患
者
さ
ま
の
能
力
に

合
わ
せ
て
練
習
を
行
い
ま
す
。
当

院
で
は
脳
血
管
疾
患
（
脳
卒
中
、

脊
髄
損
傷
な
ど
）
に
よ
り
認
知
機

能
が
低
下
し
て
い
る
方
や
、
加
齢

に
伴
い
認
知
機
能
が
低
下
し
て
い

る
方
な
ど
に
使
用
さ
せ
て
頂
い
て

お
り
ま
す
。

射的ゲーム
手指の動きで弓矢を操作する

自転車を一定ペースで漕ぎながら、正面ディ
スプレイに提示された認知課題を行なってい
る。写真の課題は「あと出しじゃんけん」

〈
図
6
：
着
座
し
た
様
子
〉
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医療用陰圧テント設置

　2020年7月30日、宮坂建設工業さまより「地域
医療を支えるために」と、医療用陰圧テントを貸
与いただきました。新型コロナの長期化に加え、
秋から冬にかけての感染症患者の増加も見込
まれます。同社のご厚意に感謝するとともに大切
に使用させていただきます。

理事長 鎌田　一  他職員一同

　2020年8月31日、グループホーム新築工事の
地鎮祭を執り行いました。その日の帯広は最高
気温16度と寒い中でしたが、鎌田理事長や工事
関係者などご参加頂き、今後の工事の無事を祈
願致しました。工事の完成は来年の1月末を予
定しており、営業開始は3月中の予定です。

陰圧された室内でウイルスが外に出るのを防ぐ

地鎮祭を執り行いました
あおぞらクリニック駐車場跡地にグループホームを建設予定

KiNvis

イ
ン
タ
ー
リ
ハ
株
式
会
社（
日
本
）

　脳卒
中
を
発
症
し
た
患
者

さ
ま
で
す
。
入
院
時
に
ス
ト

レ
ン
グ
ス
エ
ル
ゴ
とC

-m
ill

の
検
査
を
行
っ
た
結
果
、
両

下
肢
の
筋
力
低
下
（
ス
ト
レ

ン
グ
ス
エ
ル
ゴ
に
よ
る
脚
力

年
齢
は
実
年
齢 

プ
ラ
ス
15
歳
）
と
バ
ラ
ン
ス
機
能
が
低
下
し
て

い
る
こ
と
が
分
か
り
ま
し
た
（
図
10
左
）
。
週
3
〜
5
回
の
頻

度
で
ス
ト
レ
ン
グ
ス
エ
ル
ゴ
に
よ
る
下
肢
筋
力
訓
練
やC

-m
ill

に
よ
る
バ
ラ
ン
ス
訓
練
・
応
用
歩
行
訓
練
を
実
施
し
ま
し
た
。

そ
の
結
果
、
退
院
時
に
は
下
肢
筋
力
の
増
加
（
脚
力
年
齢
は
実

年
齢
マ
イ
ナ
ス
3
歳
）
と
バ
ラ
ン
ス
機
能
の
向
上
が
み
ら
れ
ま

し
た
（
図
9
下
）
。
さ
ら
に
歩
行
機
能
に
つ
い
て
も
、
入
院
時

は
足
元
を
見
な
が
ら
の
歩
行
で
し
た
が
、
退
院
時
は
屋
外
歩
行

だ
け
で
な
く
、
ジ
ョ
ギ
ン
グ
が
で
き
る
ま
で
改
善
し
ま
し
た
。

実例

C
さ
ん

（
年
齢
60
代 

男
性
）

〈図8：検査の様子〉

〈図9：Cさんのストレングスエルゴ下肢筋力評価〉

〈図10：CさんのC-mill バランス評価〉

　
ス
ト
レ
ン
グ
ス
エ
ル
ゴ
2
4
0

（
以
下
ス
ト
レ
ン
グ
ス
エ
ル
ゴ
）

の
特
徴
は
細
か
な
負
荷
量
の
設
定

が
可
能
な
点
で
す
。
さ
ら
に
、
通

常
の
エ
ル
ゴ
メ
ー
タ
ー
と
は
違
い

ア
シ
ス
ト
機
能
が
あ
る
た
め
、
非

常
に
体
力
が
低
下
し
て
い
る
方
で

も
早
期
か
ら
練
習
す
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。
ま
た
、
ス
ト
レ
ン
グ
ス

エ
ル
ゴ
は
簡
易
的
に
下
肢
筋
力
を

評
価
で
き
る
た
め
、
当
院
で
は
患

者
さ
ま
と
日
々
の
練
習
効
果
を
共

有
す
る
こ
と
に
役
立
っ
て
お
り
ま

す
。
こ
の
下
肢
筋
力
の
結
果
は
年

齢
毎
で
比
較
可
能
な
た
め
、
自
分

が
何
歳
ぐ
ら
い
の
下
肢
筋
力
（
脚

力
年
齢
）
な
の
か
評
価
す
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。

　

KiN
vis

の
特
徴
は
麻
痺
の
無
い

方
の
手
指
の
運
動
を
麻
痺
側
の
モ

ニ
タ
に
写
す
こ
と
で
、
麻
痺
側
の

手
指
が
動
い
て
い
る
よ
う
な
感
覚

に
誘
導
す
る
こ
と
で
、
動
か
し
方

を
思
い
出
し
て
も
ら
い
ま
す
。
当

院
は
全
国
10
箇
所
目
（
道
内
初
）

に
導
入
し
ま
し
た
。
当
院
で
は
脳

血
管
疾
患
（
脳
卒
中
、
脊
髄
損
傷

な
ど
）
に
よ
る
片
麻
痺
患
者
さ
ま

の
上
肢
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
目

的
に
使
用
し
て
お
り
、
特
に
重
度

の
運
動
麻
痺
に
な
っ
た
方
に
活
用

し
て
い
ま
す
。
実
際
に
2
週
間

KiN
vis

を
実
施
す
る
こ
と
で
、
動

か
な
か
っ
た
手
の
動
き
が
見
ら
れ

る
よ
う
に
な
っ
た
方
も
い
ま
し
た
。

　
以
上
、
高
機
能
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー

シ
ョ
ン
機
器
を
ご
紹
介
し
ま
し
た
。

　
こ
の
他
、
セ
ラ
ピ
ス
ト
の
個
別

リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
と
高
機
能

リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
に
よ
る
機

能
回
復
に
対
す
る
ア
プ
ロ
ー
チ
と

共
に
、
獲
得
し
た
動
作
の
定
着
を

目
的
と
し
て
、
歩
行
補
助
ロ
ボ
ッ

ト
『
H
o
n
d
a
歩
行
ア
シ
ス

ト
』
や
上
肢
用
運
動
訓
練
装
置

『
R
e
o
G
o
』
、
腕
や
脚
の
関

節
の
集
中
的
な
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
を

行
う
、
『
H
A
L
（
単
関
節
タ
イ

プ
）
』
な
ど
を
用
い
て
、
病
棟
内

練
習
に
も
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
医
療
分
野

は
、
運
動
や
生
活
す
る
こ
と
を
評

価
し
ま
す
。
こ
の
た
め
、
他
の
臓

器
治
療
な
ど
の
医
療
分
野
と
比
べ
、

医
師
や
セ
ラ
ピ
ス
ト
の
主
観
的
な

診
か
た
で
練
習
プ
ロ
グ
ラ
ム
が
作

成
さ
れ
る
こ
と
が
多
い
現
状
で
す

が
、
こ
れ
ら
の
機
器
か
ら
得
ら
れ

る
評
価
デ
ー
タ
や
練
習
記
録
は
、

誰
が
見
て
も
同
一
で
あ
り
、
練
習

プ
ロ
グ
ラ
ム
の
最
適
化
、
効
率
化

を
図
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
一
方
で
、
現
状
で
は
、
機
器
自

体
が
患
者
さ
ま
の
能
力
を
自
動
的

に
評
価
し
、
適
し
た
練
習
プ
ロ
グ

ラ
ム
を
作
成
で
き
る
機
能
は
あ
り

ま
せ
ん
の
で
、
よ
り
患
者
さ
ま
に

適
し
た
運
動
の
種
類
や
運
動
量
の

設
定
は
医
師
、
セ
ラ
ピ
ス
ト
の
能

力
に
委
ね
ら
れ
る
部
分
も
多
く
、

わ
れ
わ
れ
は
「
高
機
能
機
器
を
駆

使
で
き
る
よ
う
な
臨
床
能
力
」
も

身
に
付
け
る
こ
と
が
重
要
だ
と
考

え
て
い
ま
す
。

　
高
機
能
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン

機
器
と
医
師
、
セ
ラ
ピ
ス
ト
の
臨

床
能
力
の
更
な
る
向
上
に
よ
る
相

乗
効
果
を
最
大
限
に
発
揮
し
、
患

者
さ
ま
の
眠
っ
て
い
る
能
力
（
潜

在
能
力
）
を
引
き
出
す
お
手
伝
い

が
で
き
る
よ
う
に
取
り
組
ん
で
参

り
ま
す
。

ご紹介した高機能リハビリテーション
は主に十勝リハビリテーションにて行
なっております。お問い合わせは北
斗病院患者サポートセンター地域医
療連携室までお願いいたします。

青
色
の
線
が
ペ
ダ
ル
を
漕
い
で
い
る
際
の
下

肢
筋
力
を
示
す
。比
較
す
る
と
退
院
時
の
青

色
の
波
形
が
高
く
な
っ
て
お
り
、筋
力
が
増

加
し
た
こ
と
が
わ
か
る

緑色の線が体重移動できる範囲を表し、入院時よりも
退院時の方が体重移動できる範囲が広くなったことが
わかる

健康な右手で撮影した映像を、麻痺に
なった左手上のモニタに反転投写、患
者はモニタに映された映像を見る

ス
ト
レ
ン
グ
ス

エ
ル
ゴ

三
菱
電
機
エ
ン
ジ
ニ
ア
リ
ン
グ
株
式
会
社（
日
本
）

脳
血
管
疾
患
な
ど
に
よ
る

片
麻
痺
上
肢
リ
ハ
ビ
リ

240

入
院
時

退
院
時

入院時 退院時

☎（0155）48-8000

終
わ
り
に
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イ
ン
タ
ー
リ
ハ
株
式
会
社（
日
本
）

　脳卒
中
を
発
症
し
た
患
者

さ
ま
で
す
。
入
院
時
に
ス
ト

レ
ン
グ
ス
エ
ル
ゴ
とC

-m
ill

の
検
査
を
行
っ
た
結
果
、
両

下
肢
の
筋
力
低
下
（
ス
ト
レ

ン
グ
ス
エ
ル
ゴ
に
よ
る
脚
力

年
齢
は
実
年
齢 

プ
ラ
ス
15
歳
）
と
バ
ラ
ン
ス
機
能
が
低
下
し
て

い
る
こ
と
が
分
か
り
ま
し
た
（
図
10
左
）
。
週
3
〜
5
回
の
頻

度
で
ス
ト
レ
ン
グ
ス
エ
ル
ゴ
に
よ
る
下
肢
筋
力
訓
練
やC

-m
ill

に
よ
る
バ
ラ
ン
ス
訓
練
・
応
用
歩
行
訓
練
を
実
施
し
ま
し
た
。

そ
の
結
果
、
退
院
時
に
は
下
肢
筋
力
の
増
加
（
脚
力
年
齢
は
実

年
齢
マ
イ
ナ
ス
3
歳
）
と
バ
ラ
ン
ス
機
能
の
向
上
が
み
ら
れ
ま

し
た
（
図
9
下
）
。
さ
ら
に
歩
行
機
能
に
つ
い
て
も
、
入
院
時

は
足
元
を
見
な
が
ら
の
歩
行
で
し
た
が
、
退
院
時
は
屋
外
歩
行

だ
け
で
な
く
、
ジ
ョ
ギ
ン
グ
が
で
き
る
ま
で
改
善
し
ま
し
た
。

実例

C
さ
ん

（
年
齢
60
代 

男
性
）

〈図8：検査の様子〉
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ス
ト
レ
ン
グ
ス
エ
ル
ゴ
2
4
0

（
以
下
ス
ト
レ
ン
グ
ス
エ
ル
ゴ
）

の
特
徴
は
細
か
な
負
荷
量
の
設
定

が
可
能
な
点
で
す
。
さ
ら
に
、
通

常
の
エ
ル
ゴ
メ
ー
タ
ー
と
は
違
い

ア
シ
ス
ト
機
能
が
あ
る
た
め
、
非

常
に
体
力
が
低
下
し
て
い
る
方
で

も
早
期
か
ら
練
習
す
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。
ま
た
、
ス
ト
レ
ン
グ
ス

エ
ル
ゴ
は
簡
易
的
に
下
肢
筋
力
を

評
価
で
き
る
た
め
、
当
院
で
は
患

者
さ
ま
と
日
々
の
練
習
効
果
を
共

有
す
る
こ
と
に
役
立
っ
て
お
り
ま

す
。
こ
の
下
肢
筋
力
の
結
果
は
年

齢
毎
で
比
較
可
能
な
た
め
、
自
分

が
何
歳
ぐ
ら
い
の
下
肢
筋
力
（
脚

力
年
齢
）
な
の
か
評
価
す
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。

　

KiN
vis

の
特
徴
は
麻
痺
の
無
い

方
の
手
指
の
運
動
を
麻
痺
側
の
モ

ニ
タ
に
写
す
こ
と
で
、
麻
痺
側
の

手
指
が
動
い
て
い
る
よ
う
な
感
覚

に
誘
導
す
る
こ
と
で
、
動
か
し
方

を
思
い
出
し
て
も
ら
い
ま
す
。
当

院
は
全
国
10
箇
所
目
（
道
内
初
）

に
導
入
し
ま
し
た
。
当
院
で
は
脳

血
管
疾
患
（
脳
卒
中
、
脊
髄
損
傷

な
ど
）
に
よ
る
片
麻
痺
患
者
さ
ま

の
上
肢
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
目

的
に
使
用
し
て
お
り
、
特
に
重
度

の
運
動
麻
痺
に
な
っ
た
方
に
活
用

し
て
い
ま
す
。
実
際
に
2
週
間

KiN
vis

を
実
施
す
る
こ
と
で
、
動

か
な
か
っ
た
手
の
動
き
が
見
ら
れ

る
よ
う
に
な
っ
た
方
も
い
ま
し
た
。

　
以
上
、
高
機
能
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー

シ
ョ
ン
機
器
を
ご
紹
介
し
ま
し
た
。

　
こ
の
他
、
セ
ラ
ピ
ス
ト
の
個
別

リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
と
高
機
能

リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
に
よ
る
機

能
回
復
に
対
す
る
ア
プ
ロ
ー
チ
と

共
に
、
獲
得
し
た
動
作
の
定
着
を

目
的
と
し
て
、
歩
行
補
助
ロ
ボ
ッ

ト
『
H
o
n
d
a
歩
行
ア
シ
ス

ト
』
や
上
肢
用
運
動
訓
練
装
置

『
R
e
o
G
o
』
、
腕
や
脚
の
関

節
の
集
中
的
な
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
を

行
う
、
『
H
A
L
（
単
関
節
タ
イ

プ
）
』
な
ど
を
用
い
て
、
病
棟
内

練
習
に
も
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
医
療
分
野

は
、
運
動
や
生
活
す
る
こ
と
を
評

価
し
ま
す
。
こ
の
た
め
、
他
の
臓

器
治
療
な
ど
の
医
療
分
野
と
比
べ
、

医
師
や
セ
ラ
ピ
ス
ト
の
主
観
的
な

診
か
た
で
練
習
プ
ロ
グ
ラ
ム
が
作

成
さ
れ
る
こ
と
が
多
い
現
状
で
す

が
、
こ
れ
ら
の
機
器
か
ら
得
ら
れ

る
評
価
デ
ー
タ
や
練
習
記
録
は
、

誰
が
見
て
も
同
一
で
あ
り
、
練
習

プ
ロ
グ
ラ
ム
の
最
適
化
、
効
率
化

を
図
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
一
方
で
、
現
状
で
は
、
機
器
自

体
が
患
者
さ
ま
の
能
力
を
自
動
的

に
評
価
し
、
適
し
た
練
習
プ
ロ
グ

ラ
ム
を
作
成
で
き
る
機
能
は
あ
り

ま
せ
ん
の
で
、
よ
り
患
者
さ
ま
に

適
し
た
運
動
の
種
類
や
運
動
量
の

設
定
は
医
師
、
セ
ラ
ピ
ス
ト
の
能

力
に
委
ね
ら
れ
る
部
分
も
多
く
、

わ
れ
わ
れ
は
「
高
機
能
機
器
を
駆

使
で
き
る
よ
う
な
臨
床
能
力
」
も

身
に
付
け
る
こ
と
が
重
要
だ
と
考

え
て
い
ま
す
。

　
高
機
能
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン

機
器
と
医
師
、
セ
ラ
ピ
ス
ト
の
臨

床
能
力
の
更
な
る
向
上
に
よ
る
相

乗
効
果
を
最
大
限
に
発
揮
し
、
患

者
さ
ま
の
眠
っ
て
い
る
能
力
（
潜

在
能
力
）
を
引
き
出
す
お
手
伝
い

が
で
き
る
よ
う
に
取
り
組
ん
で
参

り
ま
す
。

ご紹介した高機能リハビリテーション
は主に十勝リハビリテーションにて行
なっております。お問い合わせは北
斗病院患者サポートセンター地域医
療連携室までお願いいたします。

青
色
の
線
が
ペ
ダ
ル
を
漕
い
で
い
る
際
の
下

肢
筋
力
を
示
す
。比
較
す
る
と
退
院
時
の
青

色
の
波
形
が
高
く
な
っ
て
お
り
、筋
力
が
増

加
し
た
こ
と
が
わ
か
る

緑色の線が体重移動できる範囲を表し、入院時よりも
退院時の方が体重移動できる範囲が広くなったことが
わかる

健康な右手で撮影した映像を、麻痺に
なった左手上のモニタに反転投写、患
者はモニタに映された映像を見る

ス
ト
レ
ン
グ
ス

エ
ル
ゴ

三
菱
電
機
エ
ン
ジ
ニ
ア
リ
ン
グ
株
式
会
社（
日
本
）

脳
血
管
疾
患
な
ど
に
よ
る

片
麻
痺
上
肢
リ
ハ
ビ
リ

240

入
院
時

退
院
時

入院時 退院時

☎（0155）48-8000

終
わ
り
に

特集
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■関連施設
北斗病院 .................................................................（帯広市）
北斗クリニック .........................................................（帯広市）
十勝リハビリテーションセンター...............................（帯広市）
サービス付き高齢者向け住宅 あやとり....................（帯広市）
十勝自立支援センター介護老人保健施設 かけはし（帯広市）

ほくと自立支援ホーム/カンタキあおぞら..................（帯広市）
上士幌クリニック/介護老人保健施設かみしほろ （上士幌町）
新得クリニック .........................................................（新得町）
熊谷総合病院 .............................................（埼玉県熊谷市）
HOKUTO画像診断センター............（ロシア・ウラジオストク）
HOKUTOリハビリテーションセンター （ロシア・ウラジオストク）

すべてのお問い合わせ ☎0155-48-8000〈北斗コールセンター〉
お気軽にお問い合わせください

サ
ウ
ナ
の
教
科
書

医
者
が

教
え
る

其の5

　週
に
5
日
は
サ
ウ
ナ
に
足
を
運
ん
で
い
る
と
い
う
加
藤
医
師
。一
方
で
、日
本
サ
ウ
ナ
学
会
を
立
ち
上
げ
、『
と
と
の
う
』を
は

じ
め
と
す
る
サ
ウ
ナ
の
効
果
を
科
学
的
な
ア
プ
ロ
ー
チ
か
ら
解
明
す
る
取
り
組
み
も
お
こ
な
っ
て
い
る
。そ
ん
な
加
藤
医
師
に

パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
を
最
大
化
す
る
た
め
の
医
学
的
に
正
し
い
サ
ウ
ナ
の
入
り
方
に
つ
い
て
教
え
て
も
ら
っ
た
。サ
ウ
ナ
、水
風
呂
、

休
憩（
外
気
浴
）で
1
セ
ッ
ト
。こ
れ
を
3
〜
4
セ
ッ
ト
お
こ
な
う
の
が
基
本
と
さ
れ
て
い
る
。そ
れ
ぞ
れ
の
パ
ー
ト
ご
と
に
ポ
イ

ン
ト
を
ま
と
め
た
。

米
谷
真
人 （『TA

BILA
BO

』よ
り
引
用
）

【
サ
ウ
ナ
の
入
り
方
の
ポ
イ
ン
ト
】

　 

最
適
温
度
は
80
〜
85
℃

　
あ
な
た
の
周
り
に
も
1
0
0
℃
オ
ー

バ
ー
が
い
い
と
い
う
人
が
い
る
は
ず
。

で
も
、
そ
の
ま
ま
受
け
取
っ
て
は
い
け

ま
せ
ん
。
あ
く
ま
で
も
そ
れ
は
ド
ラ
イ

サ
ウ
ナ
の
話
。
ウ
エ
ッ
ト
サ
ウ
ナ
と
分

け
て
考
え
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　
ウ
エ
ッ
ト
サ
ウ
ナ
で
考
え
る
と
、
室

内
温
度
は
80
〜
85
℃
が
理
想
的
。
こ
れ

以
上
だ
と
暑
す
ぎ
て
耐
え
ら
れ
な
い
と

思
い
ま
す
よ
。

　
ま
ず
は
脳
内
の
ド
ラ
イ
設
定
を
一
度

捨
て
去
っ
た
ほ
う
が
い
い
。
検
索
サ
イ

ト
『
サ
ウ
ナ
イ
キ
タ
イ
』
も
温
度
表
示

で
は
な
く
、温
度
と
湿
度
の
合
算
み
た

い
な
独
自
の
ス
ケ
ー
ル
を
作
っ
て
く
れ
る

と
嬉
し
い
の
で
す
が（
笑
）。

　 

サ
ウ
ナ
室
内
で
は

　 

足
を
で
き
る
だ
け
高
い
位
置
に

　
人
間
の
活
動
に
関
わ
る
自
律
神
経
は

日
々
擦
り
減
っ
て
い
る
の
で
す
が
、
サ

ウ
ナ
に
入
る
と
回
復
し
ま
す
。
そ
の
と

き
に
大
切
な
ポ
イ
ン
ト
が
、
頭
と
足
先

の
温
度
を
で
き
る
だ
け
近
づ
け
る
こ
と
。

床
に
足
を
つ
け
て
普
通
に
座
る
と
20
℃

近
く
差
が
生
じ
、
大
き
な
負
担
に
な
る
。

　
医
学
的
に
は
温
度
を
一
致
さ
せ
る
の

が
理
想
な
の
で
、
で
き
れ
ば
横
に
な
り

た
い
と
こ
ろ
。
し
か
し
、
そ
れ
は
難
し

い
の
で
、
空
い
て
い
る
と
き
は
あ
ぐ
ら

を
か
い
た
り
体
操
座
り
を
す
る
の
が
い

い
で
し
ょ
う
。

　 

サ
ウ
ナ
室
に
入
る
時
間
は

　 

10
〜
12
分
じ
ゃ
な
い

　
一
般
的
に
は
10
分
前
後
だ
と
思
い
ま

す
が
、
そ
の
日
の
体
調
次
第
の
た
め

『
時
間
』
で
考
え
な
い
ほ
う
が
い
い
。

特
に
女
性
は
高
温
期
、
低
温
期
が
あ
る

人
も
い
る
し
、
男
性
で
も
そ
の
日
の
体

調
に
よ
っ
て
全
然
違
う
ん
で
す
。
無
理

せ
ず
、
暑
い
と
思
っ
た
ら
出
る
ほ
う
が

い
い
。

　
も
う
少
し
具
体
的
な
こ
と
を
い
う
と
、

『
心
拍
数
』
を
指
標
に
す
る
の
が
オ
ス

ス
メ
で
す
。
私
は
小
走
り
を
し
た
と
き

の
脈
拍
数
を
覚
え
て
お
い
て
、
そ
こ
に

達
し
た
ら
サ
ウ
ナ
室
を
出
る
よ
う
に
し

て
い
ま
す
。

　 

夜
の
サ
ウ
ナ
室
は
暗
い
ほ
う
が
ベ
タ
ー

　
夜
の
サ
ウ
ナ
は
、
明
る
さ
に
も
気
を

つ
け
ま
し
ょ
う
。

　
人
が
眠
た
く
な
る
の
は
体
内
時
計
に

よ
っ
て
メ
ラ
ト
ニ
ン
と
い
う
ホ
ル
モ
ン

が
分
泌
さ
れ
る
た
め
。
こ
の
働
き
が
お

で
こ
に
光
が
当
た
る
こ
と
で
リ
セ
ッ
ト

さ
れ
て
し
ま
う
。
朝
だ
と
勘
違
い
し
て
、

メ
ラ
ト
ニ
ン
が
出
な
く
な
る
の
で
す
。

　
夜
に
サ
ウ
ナ
に
入
っ
て
し
っ
か
り
眠

り
た
い
人
は
、
お
で
こ
に
強
い
光
を
浴

び
な
い
ほ
う
が
い
い
。
も
ち
ろ
ん
目
に

当
た
っ
て
も
ダ
メ
な
の
で
テ
レ
ビ
も

N
G
。
明
る
い
施
設
は
清
潔
に
見
え
ま

す
が
、
眠
り
が
浅
く
な
る
の

で
夜
は
避
け
た
い
と
こ
ろ
で

す
。

北斗病院・医師（病理・遺伝子診断科）、日本サウナ学会代表理事、
慶応義塾大学医学部腫瘍センターゲノム医療ユニット特任助教・医師加藤 容崇
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